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建物名称 危険物保管庫（大） 

所在地 横浜市磯子区新中原町 1-1  IHI横浜工場内 

建築主 ㈱IHI 

設計・施工・監理 株式会社竹中工務店 

建物用途 危険物保管庫 

建物階数 地上 1階 

建築面積 161.52㎡ 

延床面積 159.96㎡ 

構造種別 RC造（直接基礎） 

工期 2010年 11月 15日～2010年 12月 15日 

工法 曳屋(コロ棒) 

曳屋長さ JUP:1.5m/大回転:90°/北:92.9ｍ/西:9.5ｍ/JD:1.2m 

建物重量 400ｔ(建物重量 360t/捨て CON40t) 

掘削土量 建物下:45.3m3/曳屋先:200m3 

仮受工法 改良地盤にサンドル材組立て 

□ 建物概要 

□ 移動概要 

□ 施工STEP図 

22－１ 
□ 施工状況写真 

IHI横浜工場危険物保管庫(大)曳屋工事 22 

ジャッキアップ工事 

曳家完了 

②大回転旋回量：
大外約45m（90°）

⑤ジャッキダウン：
1,200mm

①ジャッキアップ：
1,500mm

③直線移動：92.8m ④直線移動：9.5m

準備工 

掘削工 

仮受け工 

ジャッキアップ工 

(1.57m) 

建物内部調査 建物外部調査（外観･ｸﾗｯｸ） 建物外周掘削（機械掘り） 建物床下掘削（人力掘り）

仮受け部地盤改良 仮受け部支柱設置 ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ作業(ｼﾞｬｯｷ操作) ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ作業(仮受け部)

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ完了ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ作業(仮受け部) ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ前 ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ後

曳屋工事前の建物内部の外観・ｸﾗｯｸ調査
を実施する。

曳屋工事前の建物外部の外観・ｸﾗｯｸ調査
を実施する。

建物外周部の掘削をﾊﾞｯｸﾎｳ(0.25m3)にて
実施する。

機械掘削が不可能な床下は人力にて掘削を
実施する。

仮受け支承部の地盤耐力確保のためｾﾒﾝﾄ
系改良材にて改良を実施する。

敷鉄板上にH形鋼材と油圧ジャッキを配置し
建物の仮受けを実施する。

電動油圧ポンプにて各仮受け支承部に配置
された油圧ジャッキを操作し、JUPを実施する。

ｼﾞｬｯｷ操作に伴い、上昇した建物の下に
仮受けH形鋼を積み上げ仮受けする。

ｼﾞｬｯｷ操作に伴い、上昇した建物の下に
仮受けH形鋼を積み上げ仮受けする。

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ完了時状態。H形鋼仮受けの他、
鋼管杭にて仮受けを実施する。

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ前の状態。
ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ後の状態。
建物上昇量1,500mm

建物内部調査 建物外部調査（外観･ｸﾗｯｸ） 建物外周掘削（機械掘り） 建物床下掘削（人力掘り）

仮受け部地盤改良 仮受け部支柱設置 ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ作業(ｼﾞｬｯｷ操作) ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ作業(仮受け部)

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ完了ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ作業(仮受け部) ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ前 ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ後

曳屋工事前の建物内部の外観・ｸﾗｯｸ調査
を実施する。

曳屋工事前の建物外部の外観・ｸﾗｯｸ調査
を実施する。

建物外周部の掘削をﾊﾞｯｸﾎｳ(0.25m3)にて
実施する。

機械掘削が不可能な床下は人力にて掘削を
実施する。

仮受け支承部の地盤耐力確保のためｾﾒﾝﾄ
系改良材にて改良を実施する。

敷鉄板上にH形鋼材と油圧ジャッキを配置し
建物の仮受けを実施する。

電動油圧ポンプにて各仮受け支承部に配置
された油圧ジャッキを操作し、JUPを実施する。

ｼﾞｬｯｷ操作に伴い、上昇した建物の下に
仮受けH形鋼を積み上げ仮受けする。

ｼﾞｬｯｷ操作に伴い、上昇した建物の下に
仮受けH形鋼を積み上げ仮受けする。

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ完了時状態。H形鋼仮受けの他、
鋼管杭にて仮受けを実施する。

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ前の状態。
ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ後の状態。
建物上昇量1,500mm

建物内部調査 建物外部調査（外観･ｸﾗｯｸ） 建物外周掘削（機械掘り） 建物床下掘削（人力掘り）

仮受け部地盤改良 仮受け部支柱設置 ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ作業(ｼﾞｬｯｷ操作) ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ作業(仮受け部)

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ完了ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ作業(仮受け部) ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ前 ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ後

曳屋工事前の建物内部の外観・ｸﾗｯｸ調査
を実施する。

曳屋工事前の建物外部の外観・ｸﾗｯｸ調査
を実施する。

建物外周部の掘削をﾊﾞｯｸﾎｳ(0.25m3)にて
実施する。

機械掘削が不可能な床下は人力にて掘削を
実施する。

仮受け支承部の地盤耐力確保のためｾﾒﾝﾄ
系改良材にて改良を実施する。

敷鉄板上にH形鋼材と油圧ジャッキを配置し
建物の仮受けを実施する。

電動油圧ポンプにて各仮受け支承部に配置
された油圧ジャッキを操作し、JUPを実施する。

ｼﾞｬｯｷ操作に伴い、上昇した建物の下に
仮受けH形鋼を積み上げ仮受けする。

ｼﾞｬｯｷ操作に伴い、上昇した建物の下に
仮受けH形鋼を積み上げ仮受けする。

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ完了時状態。H形鋼仮受けの他、
鋼管杭にて仮受けを実施する。

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ前の状態。
ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ後の状態。
建物上昇量1,500mm

建物内部調査 建物外部調査（外観･ｸﾗｯｸ） 建物外周掘削（機械掘り） 建物床下掘削（人力掘り）

仮受け部地盤改良 仮受け部支柱設置 ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ作業(ｼﾞｬｯｷ操作) ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ作業(仮受け部)

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ完了ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ作業(仮受け部) ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ前 ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ後

曳屋工事前の建物内部の外観・ｸﾗｯｸ調査
を実施する。

曳屋工事前の建物外部の外観・ｸﾗｯｸ調査
を実施する。

建物外周部の掘削をﾊﾞｯｸﾎｳ(0.25m3)にて
実施する。

機械掘削が不可能な床下は人力にて掘削を
実施する。

仮受け支承部の地盤耐力確保のためｾﾒﾝﾄ
系改良材にて改良を実施する。

敷鉄板上にH形鋼材と油圧ジャッキを配置し
建物の仮受けを実施する。

電動油圧ポンプにて各仮受け支承部に配置
された油圧ジャッキを操作し、JUPを実施する。

ｼﾞｬｯｷ操作に伴い、上昇した建物の下に
仮受けH形鋼を積み上げ仮受けする。

ｼﾞｬｯｷ操作に伴い、上昇した建物の下に
仮受けH形鋼を積み上げ仮受けする。

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ完了時状態。H形鋼仮受けの他、
鋼管杭にて仮受けを実施する。

ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ前の状態。
ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ後の状態。
建物上昇量1,500mm

支承部移動装置 支承部移動装置 軌条レール敷設 建物下軌条レール敷設

推進装置 大回転曳屋作業 コロ棒配置 大回転曳屋状況①

大回転曳屋状況③大回転曳屋状況② 大回転曳屋状況④ 大回転曳屋状況⑤

移動装置は鉄板とH形鋼と木クサビ材
油圧ジャッキで構成される。

移動装置設置下部にはコロ棒を所定本数
敷き並べておく。

軌条レール(30kg/m)を移動式クレーンや
フォークリフトにて敷き並べる(3-4本4列)

床下の軌条レール敷設はローラーコンベア等
を使用し、人力にて行う。

推進装置は30ton-300stの油圧ジャッキを
回転大外2箇所に設置。

油圧ジャッキ反力はレールに設置された
反力金物にて実施。

各軌条のコロ棒は大回転中央部に向けて
＠300mmにて並べる。

大回転曳屋状況
進捗率は回転角15°/日程度。

大回転状況。残り15°程度。 大回転状況。残り10°程度。 大回転状況。残り5°程度。 大回転状況。残り2°程度。

支承部移動装置 支承部移動装置 軌条レール敷設 建物下軌条レール敷設

推進装置 大回転曳屋作業 コロ棒配置 大回転曳屋状況①

大回転曳屋状況③大回転曳屋状況② 大回転曳屋状況④ 大回転曳屋状況⑤

移動装置は鉄板とH形鋼と木クサビ材
油圧ジャッキで構成される。

移動装置設置下部にはコロ棒を所定本数
敷き並べておく。

軌条レール(30kg/m)を移動式クレーンや
フォークリフトにて敷き並べる(3-4本4列)

床下の軌条レール敷設はローラーコンベア等
を使用し、人力にて行う。

推進装置は30ton-300stの油圧ジャッキを
回転大外2箇所に設置。

油圧ジャッキ反力はレールに設置された
反力金物にて実施。

各軌条のコロ棒は大回転中央部に向けて
＠300mmにて並べる。

大回転曳屋状況
進捗率は回転角15°/日程度。

大回転状況。残り15°程度。 大回転状況。残り10°程度。 大回転状況。残り5°程度。 大回転状況。残り2°程度。

支承部移動装置 支承部移動装置 軌条レール敷設 建物下軌条レール敷設

推進装置 大回転曳屋作業 コロ棒配置 大回転曳屋状況①

大回転曳屋状況③大回転曳屋状況② 大回転曳屋状況④ 大回転曳屋状況⑤

移動装置は鉄板とH形鋼と木クサビ材
油圧ジャッキで構成される。

移動装置設置下部にはコロ棒を所定本数
敷き並べておく。

軌条レール(30kg/m)を移動式クレーンや
フォークリフトにて敷き並べる(3-4本4列)

床下の軌条レール敷設はローラーコンベア等
を使用し、人力にて行う。

推進装置は30ton-300stの油圧ジャッキを
回転大外2箇所に設置。

油圧ジャッキ反力はレールに設置された
反力金物にて実施。

各軌条のコロ棒は大回転中央部に向けて
＠300mmにて並べる。

大回転曳屋状況
進捗率は回転角15°/日程度。

大回転状況。残り15°程度。 大回転状況。残り10°程度。 大回転状況。残り5°程度。 大回転状況。残り2°程度。

支承部移動装置 支承部移動装置 軌条レール敷設 建物下軌条レール敷設

推進装置 大回転曳屋作業 コロ棒配置 大回転曳屋状況①

大回転曳屋状況③大回転曳屋状況② 大回転曳屋状況④ 大回転曳屋状況⑤

移動装置は鉄板とH形鋼と木クサビ材
油圧ジャッキで構成される。

移動装置設置下部にはコロ棒を所定本数
敷き並べておく。

軌条レール(30kg/m)を移動式クレーンや
フォークリフトにて敷き並べる(3-4本4列)

床下の軌条レール敷設はローラーコンベア等
を使用し、人力にて行う。

推進装置は30ton-300stの油圧ジャッキを
回転大外2箇所に設置。

油圧ジャッキ反力はレールに設置された
反力金物にて実施。

各軌条のコロ棒は大回転中央部に向けて
＠300mmにて並べる。

大回転曳屋状況
進捗率は回転角15°/日程度。

大回転状況。残り15°程度。 大回転状況。残り10°程度。 大回転状況。残り5°程度。 大回転状況。残り2°程度。

軌条レール敷設 軌条レール敷設 長辺方向推進装置 段差部軌条レール敷設

長辺方向曳屋状況① 長辺方向曳屋状況② 軌条設備盛替え用仮受け 建物下軌条レール敷設

建物外周軌条レール敷設短辺方向推進装置 短辺方向曳屋状況① 短辺方向曳屋状況②

アスファルト路盤面に敷鉄板を敷設し、養生
及び必要接地圧の確保を実施。

路盤は勾配がとられているが軌条レールは
水平に敷並べる。

長距離推進用油圧ジャッキ
30t-1000ST×2台

段差部においてはサンドル材と山留鋼材にて
嵩上げを実施。

長手方向曳屋途中状況。 長手方向曳屋完了。
長手から短辺への軌条レール盛替えのため

に仮受けを実施。
短辺方向建物下軌条レール設置状況。

短辺曳屋用推進ｼﾞｬｯｷ
30t-300st×2台

短辺方向建物外周軌条レール設置状況。 短辺方向曳屋前状況。 短辺方向曳屋完了状況。

軌条レール敷設 軌条レール敷設 長辺方向推進装置 段差部軌条レール敷設

長辺方向曳屋状況① 長辺方向曳屋状況② 軌条設備盛替え用仮受け 建物下軌条レール敷設

建物外周軌条レール敷設短辺方向推進装置 短辺方向曳屋状況① 短辺方向曳屋状況②

アスファルト路盤面に敷鉄板を敷設し、養生
及び必要接地圧の確保を実施。

路盤は勾配がとられているが軌条レールは
水平に敷並べる。

長距離推進用油圧ジャッキ
30t-1000ST×2台

段差部においてはサンドル材と山留鋼材にて
嵩上げを実施。

長手方向曳屋途中状況。 長手方向曳屋完了。
長手から短辺への軌条レール盛替えのため

に仮受けを実施。
短辺方向建物下軌条レール設置状況。

短辺曳屋用推進ｼﾞｬｯｷ
30t-300st×2台

短辺方向建物外周軌条レール設置状況。 短辺方向曳屋前状況。 短辺方向曳屋完了状況。

軌条レール敷設 軌条レール敷設 長辺方向推進装置 段差部軌条レール敷設

長辺方向曳屋状況① 長辺方向曳屋状況② 軌条設備盛替え用仮受け 建物下軌条レール敷設

建物外周軌条レール敷設短辺方向推進装置 短辺方向曳屋状況① 短辺方向曳屋状況②

アスファルト路盤面に敷鉄板を敷設し、養生
及び必要接地圧の確保を実施。

路盤は勾配がとられているが軌条レールは
水平に敷並べる。

長距離推進用油圧ジャッキ
30t-1000ST×2台

段差部においてはサンドル材と山留鋼材にて
嵩上げを実施。

長手方向曳屋途中状況。 長手方向曳屋完了。
長手から短辺への軌条レール盛替えのため

に仮受けを実施。
短辺方向建物下軌条レール設置状況。

短辺曳屋用推進ｼﾞｬｯｷ
30t-300st×2台

短辺方向建物外周軌条レール設置状況。 短辺方向曳屋前状況。 短辺方向曳屋完了状況。

軌条レール敷設 軌条レール敷設 長辺方向推進装置 段差部軌条レール敷設

長辺方向曳屋状況① 長辺方向曳屋状況② 軌条設備盛替え用仮受け 建物下軌条レール敷設

建物外周軌条レール敷設短辺方向推進装置 短辺方向曳屋状況① 短辺方向曳屋状況②

アスファルト路盤面に敷鉄板を敷設し、養生
及び必要接地圧の確保を実施。

路盤は勾配がとられているが軌条レールは
水平に敷並べる。

長距離推進用油圧ジャッキ
30t-1000ST×2台

段差部においてはサンドル材と山留鋼材にて
嵩上げを実施。

長手方向曳屋途中状況。 長手方向曳屋完了。
長手から短辺への軌条レール盛替えのため

に仮受けを実施。
短辺方向建物下軌条レール設置状況。

短辺曳屋用推進ｼﾞｬｯｷ
30t-300st×2台

短辺方向建物外周軌条レール設置状況。 短辺方向曳屋前状況。 短辺方向曳屋完了状況。

ジャッキダウン設備 マウント部型枠設置 マウント部流動化処理土打設 マウント部流動化処理土打設

ジャッキダウン状況 ジャッキダウン操作 JD完了・サポートジャッキ設置 最終建物受け設備

流動化処理土打設状況建物下、外周流動化処理土打設 流動化処理土打設完了 曳屋工事完了後建物調査

ジャッキダウン用にサンドル材の組立てを行う。
流動化処理土が流出しないように鋼板

（埋め殺し）にて隙間なく設置
小型モルタルポンプを使用。 マウント部に流動化処理土を均一に打設。

ジャッキダウン進捗に合わせてサンドル材を
撤去していく。

４連異荷重電動ポンプにてジャッキダウン
操作を実施。

建物荷重をマウント部と最終受け
サポートジャッキに受け替える。

サポート受けジャッキと中間受け支柱上部
空隙部には無収縮ﾓﾙﾀﾙを充填。

ポンプ車、直取りにて流動化処理土を打設。 空気抜き菅を配置し建物下の空気を逃がす。
打設天端レベルはGL-200程度とし

後に砕石敷き、アスファルト仕上げを行う。
曳屋工事に伴い、建物外観やｸﾗｯｸなどの

異常がないか目視点検を行う。

ジャッキダウン設備 マウント部型枠設置 マウント部流動化処理土打設 マウント部流動化処理土打設

ジャッキダウン状況 ジャッキダウン操作 JD完了・サポートジャッキ設置 最終建物受け設備

流動化処理土打設状況建物下、外周流動化処理土打設 流動化処理土打設完了 曳屋工事完了後建物調査

ジャッキダウン用にサンドル材の組立てを行う。
流動化処理土が流出しないように鋼板

（埋め殺し）にて隙間なく設置
小型モルタルポンプを使用。 マウント部に流動化処理土を均一に打設。

ジャッキダウン進捗に合わせてサンドル材を
撤去していく。

４連異荷重電動ポンプにてジャッキダウン
操作を実施。

建物荷重をマウント部と最終受け
サポートジャッキに受け替える。

サポート受けジャッキと中間受け支柱上部
空隙部には無収縮ﾓﾙﾀﾙを充填。

ポンプ車、直取りにて流動化処理土を打設。 空気抜き菅を配置し建物下の空気を逃がす。
打設天端レベルはGL-200程度とし

後に砕石敷き、アスファルト仕上げを行う。
曳屋工事に伴い、建物外観やｸﾗｯｸなどの

異常がないか目視点検を行う。

ジャッキダウン設備 マウント部型枠設置 マウント部流動化処理土打設 マウント部流動化処理土打設

ジャッキダウン状況 ジャッキダウン操作 JD完了・サポートジャッキ設置 最終建物受け設備

流動化処理土打設状況建物下、外周流動化処理土打設 流動化処理土打設完了 曳屋工事完了後建物調査

ジャッキダウン用にサンドル材の組立てを行う。
流動化処理土が流出しないように鋼板

（埋め殺し）にて隙間なく設置
小型モルタルポンプを使用。 マウント部に流動化処理土を均一に打設。

ジャッキダウン進捗に合わせてサンドル材を
撤去していく。

４連異荷重電動ポンプにてジャッキダウン
操作を実施。

建物荷重をマウント部と最終受け
サポートジャッキに受け替える。

サポート受けジャッキと中間受け支柱上部
空隙部には無収縮ﾓﾙﾀﾙを充填。

ポンプ車、直取りにて流動化処理土を打設。 空気抜き菅を配置し建物下の空気を逃がす。
打設天端レベルはGL-200程度とし

後に砕石敷き、アスファルト仕上げを行う。
曳屋工事に伴い、建物外観やｸﾗｯｸなどの

異常がないか目視点検を行う。

ジャッキダウン設備 マウント部型枠設置 マウント部流動化処理土打設 マウント部流動化処理土打設

ジャッキダウン状況 ジャッキダウン操作 JD完了・サポートジャッキ設置 最終建物受け設備

流動化処理土打設状況建物下、外周流動化処理土打設 流動化処理土打設完了 曳屋工事完了後建物調査

ジャッキダウン用にサンドル材の組立てを行う。
流動化処理土が流出しないように鋼板

（埋め殺し）にて隙間なく設置
小型モルタルポンプを使用。 マウント部に流動化処理土を均一に打設。

ジャッキダウン進捗に合わせてサンドル材を
撤去していく。

４連異荷重電動ポンプにてジャッキダウン
操作を実施。

建物荷重をマウント部と最終受け
サポートジャッキに受け替える。

サポート受けジャッキと中間受け支柱上部
空隙部には無収縮ﾓﾙﾀﾙを充填。

ポンプ車、直取りにて流動化処理土を打設。 空気抜き菅を配置し建物下の空気を逃がす。
打設天端レベルはGL-200程度とし

後に砕石敷き、アスファルト仕上げを行う。
曳屋工事に伴い、建物外観やｸﾗｯｸなどの

異常がないか目視点検を行う。

大回転移動工事 

直移動工事 

ジャッキダウン・定着工事 

移動段取り 

大回転移動 

(90°) 

移動盛替・段取り 

直移動 

(92.9m) 

移動盛替・段取り 

直移動 

(9.5m) 

仮受け工 

ジャッキダウン工 

(1.25m) 

埋戻し 

事後調査 

移動先 

掘削工 

移動先 

耐圧版工 

施工フロー 


